




　医学の進歩によって心身障害児の諸問題は容易には解決せず,むしろ複雑化

を増している様にさえ思われる。

　全国心身障害児福祉財団療育相談センクーを訪れる患者も年々増加している。

よりよい療育への指針を求めて毎週全国から集まる障害児に対して,小児科,小

児神経,小児循環器,神経内科,児童精神,整形外科,眼科,口腔外科,言語,心理,

教育まで,それぞれの分野の専門家が総合的に診療と相談に当り,治療,療育の

方針を決定していくことが本研究班の主要な活動である。

　51 年度に全国各地から来所した患者は総数 286 名であった。その内訳は次

の如くである。


